
まこまない明星幼稚園 学校評価 

 

学校評価のねらい 

 

・教育活動、運営について、目指すべき目標を設定し、その達成状況や達成に向けた取り組

みの適切さなどについて評価することにより、組織的・継続的に改善を図る。 

 

・自己評価及び保護者アンケート実施とその結果の公表により、保護者、地域住民などから理

解を得て、家庭・地域の連携協力による幼稚園づくりをすすめること。 

 

・設置者などが、学校評価の結果に応じて、幼稚園に対する支援や条件整備などの改善措置

を講じることにより、一定水準の教育の質を保証し、その向上を図ること。 

 

 

2019年度年度年度年度 まこまない明星幼稚園まこまない明星幼稚園まこまない明星幼稚園まこまない明星幼稚園    自己評価表自己評価表自己評価表自己評価表 

１．園の教育目標１．園の教育目標１．園の教育目標１．園の教育目標 

「光の子として歩みなさい」というキリスト教信仰を建学の精神とし、「神様と人

から愛される子ども、思いやりと主体性のある子どもを育てる」ことを教育の目標

とする。今年度は「ことばに満たされてことばに満たされてことばに満たされてことばに満たされて～ひびきあう～～ひびきあう～～ひびきあう～～ひびきあう～」を目標とし、一人一人の

子どものやる気を援助し、心身の健康増進をはかるとともに、子どもの創意工夫を

大切にしながら、日々の保育に取り組んだ。 

本園では目指す子ども像として次の４項目を掲げる。 

①『他の人と協調できる子ども』 

②『自立できる子ども』 

③『感性豊かな子ども』 

④『意欲的な子ども』 

 

２．本年度、重点的に取り組むことが必要な目標、計画を基に設定した学校評価２．本年度、重点的に取り組むことが必要な目標、計画を基に設定した学校評価２．本年度、重点的に取り組むことが必要な目標、計画を基に設定した学校評価２．本年度、重点的に取り組むことが必要な目標、計画を基に設定した学校評価

の具体的な目標や計画の具体的な目標や計画の具体的な目標や計画の具体的な目標や計画 

本年度も評価項目に沿って自己点検、自己評価を実施することにより、教師自らが客

観的に自園を見る目を養い、施設の改善、教育内容の改善に主体的に取り組んでいくこ

とを重点項目とした。 

 

 

 



３．評価項目の達成及び取組み状況３．評価項目の達成及び取組み状況３．評価項目の達成及び取組み状況３．評価項目の達成及び取組み状況 

①教育内容①教育内容①教育内容①教育内容  

 

評 価 項 目 取 組 み 状 況 

教育課程を教育要領改訂に伴い

点検し、編成し直す。 

キリスト教保育の理念に従い、自由保育を基調として縦

割り保育、学齢別保育を実施して園児のより豊かな成長

を促した。新教育要領に基づいた教育課程の編成につい

ては、今後も引き続き点検していきたい。 

教育課程に基づいた指導計画を

作成し、定期的に評価し結果に基

づいて見直しを行う。 

月案、週案、日案を作成し、指導計画に基づいて、その

都度反省・評価を行ない、見直しを行った。また、学期

末と年度末に総括を行い、全体的な評価と見直しを行っ

た。 

個々の幼児について教職員で話

し合う場を定期的かつ必要に応

じて持つ体制を整える。  

 保育後の毎日の報告の中で、問題のある個々の幼児に

ついて話し合い、必要な対策を適宜講じた。また、特別

に支援の必要な子どもについては外部の専門家の助言

を受けながらきめの細かい指導を行い、適切な対応を心

がけた。各々の仕事に追われ、教師間での話し合いの時

間が十分に取れない傾向がある。改善していきたい。 

幼児が安全で心地よく過ごすこ

とができる環境を十分に整える。 

 本年度は隣接の教会の建築に伴い、園舎や遊具など、

建物内外の点検や修繕を行い、幼児が安全に、心地よく

過ごせる環境を整えるように努めた。また、毎日の清掃

に気を配り、幼児が清潔な園舎で健康に過ごせるように

配慮した。 

教職員の資質向上の為に研修会

に参加する機会を確保し、報告し

あい園にとっての課題を共有す

る。 

キリスト教保育連盟や札幌私立幼稚園連合会主催の研

修会、特別支援教育関係の研修会などに積極的に参加

し、教職員の資質の向上に努めた。今後も園にとっての

課題を共有するために、研修会について報告しあうこと

を大切にしていきたい。個人参加は、可能ではあるが、

全員での参加が年々難しくなってきている。 

 

 

 



②地域の幼児教育センターとしての役割②地域の幼児教育センターとしての役割②地域の幼児教育センターとしての役割②地域の幼児教育センターとしての役割  

 

評 価 項 目 取 組 み 状 況 

未就園児の子育て支援の活動

を見直し内容を検討する。

  

地域の子育て支援の一助として、「ひよこ組」（2歳児、

毎週水曜日）、月 1 回の無料開放日を実施し、地域の

信頼を得ている。ひよこぐみの子どもたちが、満３歳

児クラスへと進級していった。一般型の未就園児をあ

ずかることも子育て支援の一つとしては良かったが、

定期的ではなかったのと、職員不足であった。 

保護者からの教育相談を受け

入れ、場合により専門機関等に

連携できる体制を整える 

子育てに関する不安や喜びを保護者の方と共有する

ことができた。保護者にとって、子育て支援の場が、

リフレッシュできる笑顔で子育てできる場所であり

たいと思う。 

また、特別な支援を必要とする幼児について、札幌市

の幼児教育センターの指導員をはじめ、専門機関との

連携を取りながら、幼児にとって適切な援助ができる

ように配慮した。 

預かり保育の内容を検討する。 預かり保育利用者が増加し、担当教師を複数にしなけ

ればならない中、職員の配置が難しいこともあった。 

預かり保育担当者の配慮により、持ち物の整理の工夫

や、個人のお昼寝用タオルの用意、季節に応じての遊

び、生活環境づくりに努めた。 

今後も預かり保育の利用者は増えていくため、昼寝の

布団不足や夏場の環境を整える必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③安全管理③安全管理③安全管理③安全管理 

 

評 価 項 目 取 組 み 状 況 

幼稚園設置基準第 7条（一般的

基準）をふまえ、安全管理に努

める。 

保育中は教職員の適正な配置によって園児の安全管

理を心がけ、 火災や地震などの災害に備えて防災訓

練（年三回）を実施した。 

 

伝染病予防に努め、発生時の対

応を速やかに行う。 

手洗い、うがいなど、清潔で規則正しい生活を指導し、

伝染病予防に努めた。また、園医と連携しインフルエ

ンザなどの発生に際しては感染が拡大しないように

適切かつ速やかに対応した。 

コロナ感染予防に対しては、消毒・マスク着用・保育

時間や行事についても教職員と話し合いながら、対応

することができました。 

他の伝染病については今後も検討が必要。 

 

 

 

④人事管理④人事管理④人事管理④人事管理 

評 価 項 目 取 組 み 状 況 

正規職員・臨時職員がそれぞれ

の職務分担を自覚し責任を果

たせるように点検する。 

正規職員・臨時職員が、互いに教育活動を共に担うパ

ートナーであることを覚え、各自が責任をもってそれ

ぞれの職務を果たすように努めた。 

多様な職務内容を整理し働き

安い環境を整える  

多様な職務を整理し、教職員が互いに協力しあった。

働きやすい職場環境を整えるために、さらなる工夫を

心がけていきたい。  

 

 

 

 

 

 



⑤財務管理⑤財務管理⑤財務管理⑤財務管理 

評 価 項 目 取 組 み 状 況 

予算を超える時にはその理由

を分析し次年度の予算作成に

生かす。 

今年度は概ね予算どおり執行した。公認会計士からも

適正な財務の執行が行われているとの助言を受けて

いるが、今後も健全な経営を図るために営為努めてい

きたい。 

教材などの在庫管理を適切に

行う。 

できるだけ教材を無駄にすることなく大切に使うこ

とを心がけた。今後も教材室の整理や在庫管理を適切

に進めていきたい。学期ごとの在庫確認を行っている

が、もう少し回数を増やした在庫管理に 

 

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

結 果 理     由 

Ａ 

教職員一人ひとりが学校評価の主旨を理解し、各自が真摯に自己点

検、自己評価にとりくんでいる姿勢が見られた。今後も客観的な目で

自らの教育活動をふりかえり、更に充実した実践ができるように努力

を積み重ねてほしい。 

キリスト教保育の理念に基づき、自由保育を基調にして、一人ひとり

の子どものやる気を援助し、心身の健康増進をはかるとともに、子ど

もの創意工夫を大切にしながら、日々の保育に取り組み、概ね目標を

達成できた。 

 

５．今後取り組むべき課題５．今後取り組むべき課題５．今後取り組むべき課題５．今後取り組むべき課題 

課   題 具体的な取組み方法 

自己点検、自己評

価 

各教職員においては更に課題を挙げるようにして自己研鑽にと

りくむようにしている。 

指導計画の編成 キリスト教保育の理念に基づき、自由保育、縦割り保育の意義を

確認し、園を取り巻く環境や子どもの実態に即した新たな指導計

画の編成にとりくんでいく。 



 

 

衛生管理について 排泄面で自立していない子どもたちの使用後のオムツの処理に

ついて、嘔吐物の衣服の処置の仕方について確認していく。（持

ち帰ることも検討していく。感染予防につながるので、保護者へ

の協力もお願いしていく。） 


